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一般会計予算 279億9,000万円
平成30年度当初予算

予算特集

○市税
○国などからの交付金
　（地方交付税など）
○国庫・県支出金
○市債
○使用料・手数料　など

収入

○高齢者や障害者、
　子どもたちのための経費
○ごみの処理
○道路や公園の整備
○学校や社会教育の経費
○借金の返済　など

支出

財布の中身

一般会計 福祉や教育、道路整備など、市の基本的な事業を行う
ための会計

平成30年度予算 前年度予算

279億9,000万円 286億1,000万円

企業会計 民間企業のように、利用料金などの収益で運営してい
る事業の会計（旭市は水道事業の１会計）

平成30年度予算 前年度予算

17億6,286万8千円 18億4,636万1千円

特別会計

国民健康保険のように、保険料を徴収して特定の事業
に充てている場合など、一般会計と区別する必要があ
る事業の会計

平成30年度予算 前年度予算

176億5,200万円 193億9,500万円

内
　
訳

病院事業債管理 33億8,000万円 24億4,900万円

国民健康保険事業　
（事業勘定） 78億7,000万円 106億3,000万円

（施設勘定） 　 　8,500万円 　 　9,000万円

後期高齢者医療 6億3,600万円 5億9,400万円

介護保険事業 50億3,500万円 49億円

下水道事業 5億6,400万円 5億8,000万円

農業集落排水事業 8,200万円 1億5,200万円

平成30年度予算総額

474億486万8千円
（うち一般会計予算279億9,000万円）

　予算とは１年間の収入（歳入）、支出（歳出）の計画のことです。
　予算を見ればこの１年間、どのくらいの収入が見込めて、何にいくら使うのかが分かります。
　旭市の会計には一般会計と６つの特別会計、１つの企業会計があります。会計はお金の出し入れを行う財
布のようなもので、それぞれの会計ごとに予算が組まれ、運営されています。予算総額は474億486万8千
円で、内訳は一般会計が279億9,000万円、特別会計は６会計を合わせて176億5,200万円、企業会計は水
道事業１会計で17億6,286万8千円です。
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予算特集

市の予算を家計に置き換えてみると
旭市の一般会計の予算額279億9,000万円を、年収546万円※の家計に置き換えてみました。
※平成28年国民生活基礎調査の1世帯当たりの平均所得金額546万円を参考に算出。

収　入 支出

給与
（市税・地方譲与税・その他交付金） 178万円

親からの仕送り
（地方交付税・国県支出金） 264万円

家賃収入
（分担金・負担金・使用料・手数料・財産収入など）

21万円

貯金の取り崩し
（繰入金） 12万円

その他
 （寄付金・繰越金・諸収入） 28万円

ローン借り入れ
（市債） 43万円
合　計 546万円

食費
（人件費）※1 106万円

医療費など
（扶助費）※２ 103万円

ローンの返済
（公債費）※３ 56万円

光熱水費や通信費など
（物件費、補助費等）※４、※５ 148万円

家や家財、車の修繕費
 （維持補修費・普通建設事業費など）※６ 78万円

貯金や投資
（積立金・投資・出資金・貸付金） 5万円

子どもへの仕送り
（繰出金）※７ 50万円
合　計 546万円

※１ 人件費…市職員の給料や手当などを支払うための経費	 	
※２ 扶助費…医療に関する経費や、生活保護・児童手当の給付、私立保育園の運営補助などにかかる経費
※３ 公債費…国や金融機関から借りたお金の返済にかかる経費	 	
※４ 物件費…電気料金や消耗品の購入費、委託料など	 	
※５ 補助費等…各種団体に対する補助に関する経費	 	
※６ 普通建設事業費…道路や公園、学校など公共施設の建設や改修などにかかる経費	 	
※７ 繰出金…特別会計の歳入を補うための経費
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予算特集

　財源の少ない地方公共団体でも一定の水準で行政運営ができるよう、国から
交付されるものです。
　普通交付税と特別交付税の２種があり、使い道を指定されない地方公共団体
の一般財源として交付されます。
　普通交付税は財源不足額に対して交付され、特別交付税は災害などの特別な
理由がある場合に交付されます。

歳入の内訳

地方交付税って何？

一般会計の歳入の内訳を見てみましょう
　市税は74億5,010万8千円で、前年度と比べ4,197万8千円（0.6％）増える見込みです。地方交付税87億
円のうち普通交付税は75億2,000万円で、前年度と比べ１億4,000万円（1.8％）の減額。特別交付税は11億
8,000万円で、前年度と比べ1億3,000万円（12.4％）増額しています。国庫支出金は29億6,742万1千円で、
前年度と比べ1億4,276万6千円（5.1％）の増。県支出金は18億3,554万7千円で、前年度と比べ10億6,328
万1千円（36.7％）減額しています。

人口66,302人（H30年３月１日現在）

※�都市計画税は、都市計画区域内（旭地域）の土地や建物
に課税されています。

市たばこ税
504,382千円

法人市民税	 458,526千円
都市計画税	 249,714千円
軽自動車税	 209,967千円

入湯税	 9,090千円
特別土地保有税	 120千円

固定資産税
2,927,607千円

個人市民税
3,090,702千円

市税の内訳

使用料及び手数料…2.3%
651,783 千円
使用料及び手数料…2.3%
651,783 千円

諸収入…3.3%
922,096 千円
諸収入…3.3%
922,096 千円

地方交付税…31.1%
8,700,000 千円
地方交付税…31.1%
8,700,000 千円

市税…26.6%
7,450,108 千円
市税…26.6%
7,450,108 千円

地方消費税交付金…4.1%
1,150,000 千円
地方消費税交付金…4.1%
1,150,000 千円

県支出金…6.6%
1,835,547 千円
県支出金…6.6%
1,835,547 千円

市債…7.8%
2,187,600 千円
市債…7.8%
2,187,600 千円

国庫支出金…10.6%
2,967,421 千円
国庫支出金…10.6%
2,967,421 千円

そのほか…7.6%
2,125,445 千円
そのほか…7.6%
2,125,445 千円

279億9,000万円

一般会計
歳入

市民１人当たりが 
納める市税 
112,000円
※1,000円未満四捨五入
（市税予算額7,450,108千円÷人口）
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予算特集

　平成26年4月1日からの消費税率引き上げに伴う地方消費税交付金の増収分は、高齢者、障害者、児童の
福祉など社会保障施策の経費に使われています。

〈歳入〉 引き上げ分の地方消費税収入（地方消費税交付金）：4億6,500万円
〈歳出〉 医療・介護の社会保障給付、少子化に対処するための費用など ：122億2,785万円
※旭市では主に国保事業会計、介護事業会計などへの繰出金の一部、子ども・子育て支援事業費の一部に使
われます。

歳出の内訳

消費税率と地方消費税率の引き上げ分は、社会保障関係経費に活用

一般会計の歳出の内訳を見てみましょう
　一般会計当初予算の目的別歳出では、民生費が最も多く全体の32.2％を占め、子育て支援や福祉サービ
スなどに使われます。衛生費は15.8％で市民の健康やごみ処理などの公衆衛生に使われます。総務費は
11.8％で庁舎管理やコミュニティバスの運行などに使われます。土木費は11.3％で、道路や排水路の整備
などに使われます。公債費は借金の返済に充てるもので全体の10.3％になっています。教育費は全体の8.4％
で小中学校の改修などに使われます。

土木費	 47,900円
公債費	 43,700円
教育費	 35,300円

消防費	 17,800円
農林水産業費	 14,700円
そのほか	 10,300円

総務費
49,700円

衛生費
66,700円

民生費
135,900円

消防費…4.2％
1,183,700 千円
消防費…4.2％
1,183,700 千円

民生費…32.2％
9,011,009 千円
民生費…32.2％
9,011,009 千円

衛生費…15.8％
4,426,504 千円
衛生費…15.8％
4,426,504 千円総務費…11.8％

3,295,878 千円
総務費…11.8％
3,295,878 千円

土木費…11.3％
3,178,652 千円
土木費…11.3％
3,178,652 千円

公債費…10.3％
2,896,193 千円
公債費…10.3％
2,896,193 千円

教育費…8.4％
2,341,800 千円
教育費…8.4％
2,341,800 千円

農林水産業費…3.5％
972,307 千円
農林水産業費…3.5％
972,307 千円

そのほか…2.5％
683,957 千円

279億9,000万円

一般会計
歳出

市民１人当たりに 
使われるお金 
422,000円
※1,000円未満四捨五入

（一般会計予算額279億9,000万円÷人口）

人口66,302人（H30年３月１日現在）

市民１人当たりに使われるお金の内訳
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平成30年度の主な事業
「旭市総合戦略」４つの基本目標に基づく事業

（拡）…拡大事業
（新）…新規事業

１　�魅力ある雇用を創出し、安
心して働けるまちづくり 

　農水産業の振興、商工業の振興、観光振興のための事業
など
商業活性化推進事業･･････････････････････ 23,980千円
　消費者の購買意欲を喚起し、商店街への顧客を増やす「プ
レミアム付共通商品券」発行を支援します。
　商店街の活性化や商業振興のため、空き店舗を活用する
ための改修費や賃借料の一部、商店街が実施する環境整備
やイベントなどに助成します。
観光資源創出プロモーション事業･･････････ 10,908千円
　市の観光資源の魅力を全国にＰＲし、新たな観光資源の
創出や観光事業者などと連携した体験型観光の提案・実施
を推進します。
観光イベント事業････････････････････････ 24,922千円
　観光の振興と地域活性化のため、各種イベントに対して
支援します。
園芸生産強化支援事業･･･････････････････ 228,538千円
　野菜などの安定生産や品質向上を目的に、生産施設や省
力機械、集出荷施設の整備などを支援します。

水田農業構造改革推進事業････････････････ 99,975千円
　水田農業経営の安定と発展のため、需要に即した米作り
を推進します。
　食料自給率・食料自給力を維持し、さらに向上させるた
め、飼料用米などの戦略作物の栽培についてさまざまな支
援を行います。
農業基盤整備事業････････････････････････ 60,855千円
　農業経営の安定や体質強化、農業生産力を確保するため、
農地の大区画ほ場整備と併せて、農業用用排水路や農道の
整備、農地の利用集積を進める県営土地改良事業を推進し
ます。
農業水利施設改修事業････････････････････ 26,626千円
　老朽化や破損によって機能が低下した、農業用用排水施
設の長寿命化や改修を推進するため、これらの事業に取り
組む団体に助成します。

２　�結婚・出産・子育ての希
望がかない、誰もが生き
がいを持てるまちづくり 

　子育て支援の充実、地域福祉の充実、学校教育や生涯学
習充実のための事業など
特定不妊治療費助成事業････････････････････3,397千円
　医療保険の対象外で高額な医療費を必要とする特定不妊
治療について、費用の一部を助成します。
障害者自立支援給付事業･･･････････････ 1,242,395千円
　障害者の日常生活や社会生活を総合的に支援するため、
障害福祉サービスの充実や補装具費の支給などを行いま
す。

（拡）子ども医療費助成事業･･･････････････ 232,285千円
　子育て家庭への経済的な支援として、子どもの医療に要
する費用を助成します。平成30年度から助成対象を、高
校生まで拡大します。迫力の砂像が並ぶあさひ砂の彫刻美術展

予算特集
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出産祝金支給事業････････････････････････ 39,800千円
　次代を担う子どもたちの健全育成と人口増加による市の
活性化のため、市民の出産を奨励し祝福する祝金として、
第２子10万円、第３子以降20万円を支給します。
乳幼児紙おむつ給付事業･･････････････････ 34,154千円
　子育て家庭の経済的負担を軽減し、安心して子どもを育
てられる環境づくりをするため、紙おむつ購入券を給付し
ます。
民間教育・保育施設改築等事業･･･････････ 164,544千円
　教育・保育環境の向上のため、民間の保育所などが園舎
の新設、建て替え、増改築などの施設整備を行う場合、事
業費の一部を助成します。

（新）海上保育所改築事業･･････････････････ 11,292千円
　耐用年数が経過し、老朽化が進んでいる海上保育所を改
築するため、今年度は実施設計と調査を行います。改築後
は滝郷診療所と連携した、公設公営保育所で初めての「病
児保育事業」を実施します。
公立保育所運営費･･･････････････････････ 342,375千円
　公立保育所の管理・運営を行うとともに、臨時保育士の
確保と処遇改善のため、公立保育所の臨時保育士に対して
賃金のほかに一時金を支給します。

（新）保育士処遇改善事業･･････････････････ 33,600千円
　民間保育所などに対し、常勤の保育士などの処遇を改善
するため補助金を交付します。
幼稚園就園奨励事業･･････････････････････ 15,830千円
　私立幼稚園に通う園児の保護者の経済的負担を軽減し、
幼児教育の充実と普及のため、補助金を交付します。
小・中学校大規模改造事業･･･････････････ 144,584千円

（小学校･･････58,464千円、中学校･･････86,120千円）
　小・中学校の教育環境改善のため、建物の老朽化や機能
低下に対する改修、耐震化を進めるための大規模改修を行
います。
放課後児童クラブ運営事業･･･････････････ 102,998千円
　児童の健全な育成と事故防止のため、下校後に家庭で適

切な保護を受けられない児童の生活指導を行います。
（拡）育英資金給付事業･･････････････････････8,068千円
　特に優れた資質を持っているが、経済的理由で就学が困
難な生徒に対し、高校、大学へ進学するための資金を給付
し、将来社会に貢献できる青年を育成します。
小・中学校児童生徒要保護準要保護援助費･･･ 17,472千円

（小学校･･････9,025千円、中学校･･････8,447千円）
　経済的理由で就学が困難な児童・生徒の保護者に対し、
就学に必要な費用を援助します。
社会教育総務事務費･･････････････････････ 34,407千円

（うち［新規］干潟支所への干潟公民館機能移転
　　　　　　　　　　　　　　　　･･･････ 25,618千円）
　社会教育・家庭教育などの推進に係る事務経費のほか、
干潟支所の長寿命化に向けた大規模改修と合わせ、干潟公
民館の機能を干潟支所へ移転するため、必要な改修工事の
調査設計を行います。
文化振興事業････････････････････････････ 18,930千円
　市民文化の向上を目的として、優れた文化・芸術に触れ
る場の提供や市民の主体的な文化活動を支援します。
社会体育施設改修事業････････････････････ 58,053千円
　生涯を通じてスポーツやレクリエーションを楽しみ、生
きがいと健康づくり向上のため、社会体育施設の整備など
を行います。

３　�ひとの定着・還流・移住
の流れをつくり、人々が
集うまちづくり 

･　定住交流の促進、安全で快適な道路の整備、良好な生活
環境形成のための事業など

（拡）定住促進奨励金交付事業･･････････････ 32,000千円
　市の人口増加と定住化のため、移住を目的に新たに旭市
に転入し、新築住宅の建設・購入または中古住宅の購入を
した人に、世帯員の構成などに応じ、30～110万円を交
付します。
環境衛生事務費･････････････････････････ 374,823千円
　市内の環境衛生の向上・保全のため環境衛生施設（公衆
便所）の維持管理を行うとともに、銚子市と匝瑳市と共同
で実施している、ごみ処理広域化推進事業の負担金をはじ
め、環境衛生に関連する団体に負担金を交付して、住みよ
い住環境を確保します。
住宅用省エネルギー設備設置助成事業････････6,510千円
　･家庭における地球温暖化対策を促進するため、住宅用省
エネルギー設備などを設置する人に対し、費用の一部を補
助します。

保育所で遊ぶ子どもたち
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コミュニティバス等運行事業･･････････････ 72,900千円
　高齢者などの移動手段を確保し、市民の積極的な社会参
加を促すとともに、公共交通の充実のため、コミュニティ
バスの運行や老朽化したバスの更新を行います。
東京オリンピック事前キャンプ地誘致事業････6,007千円
　2020年東京オリンピックの事前キャンプを誘致するこ
とで、世界に旭市をアピールし、スポーツによる地域の活
性化や異文化交流を図ります。
道路新設改良事業･･･････････････････････ 247,140千円
　幹線道路を計画的に整備するほか、生活関連道路の舗装
新設や拡幅などを行います。
冠水対策排水整備事業･･･････････････････ 146,340千円
　イ・ニ地区の道路冠水対策として、排水施設を新設・改
修します。
蛇園南地区流末排水整備事業･････････････ 234,540千円
　蛇園南地区周辺の道路冠水被害を改善するため、道路排
水路を整備します。
旭中央病院アクセス道整備事業･･･････････ 429,290千円
　旭中央病院周辺道路の渋滞解消と地域間の連携を強化す
るため、アクセス道路を整備します。
飯岡海上連絡道三川蛇園線整備事業･･･････ 110,790千円
　地域経済の活性化や地域間交流のため、国道126号から
主要地方道銚子旭線までを結ぶ道路を整備します。
南堀之内バイパス整備事業････････････････ 56,781千円
　地域経済の活性化と生活基盤充実のため、国道126号か
ら主要地方道大栄・栗源・干潟線までを結ぶ幹線道路を整
備します。
住宅リフォーム補助事業･･････････････････ 10,000千円
　居住環境の向上と市内の経済活性化を目的として、市内
施工業者を利用して行うリフォームに対し補助します。

（新）空き家等対策推進事業･･････････････････9,796千円
　空き家などが地域住民の生活環境に深刻な影響を及ぼし
ている実態を受け、空き家などに対する施策を総合的に実
施します。

４　�将来にわたって元気な地域
をつくり、安全・安心で暮
らしやすいまちづくり 

　震災からの復興、防災力の強化、行政経営推進のための
事業など
新庁舎建設事業･････････････････････････ 138,590千円
　･庁舎の老朽化、耐震性能不足などを解消するため、新庁
舎建設の実施設計を行います。

「がんばろう！旭」復興支援事業･･････････････8,770千円
　さまざまな交流の活性化とコミュニティを再生するた
め、各種団体が行う復興事業に対し補助を行います。
住民基本台帳事務費･･････････････････････ 44,422千円
　住民記録などの適正な管理や、マイナンバー制度に関連
する事務の適正な執行を行うほか、個人番号カードを利用
した住民票などのコンビニ交付システムを導入します。
消防施設整備事業････････････････････････ 32,077千円
　消防力を強化するため、耐震性貯水槽の整備や、消火栓
の新設、消防水利の安全管理と維持補修を行います。
消防車両整備事業････････････････････････ 42,389千円
　老朽化した消防署の消防ポンプ自動車などを更新し、消
防力を強化します。
消防団活動費････････････････････････････ 36,239千円
　消防団員の報酬と出動手当の支給、消防団活動に必要な
備品の購入や補助金の交付を行います。
消防庫整備事業･･････････････････････････ 20,181千円
　地域の消防防災活動の拠点となる消防庫を計画的に整備
します。
消防団車両整備事業･･････････････････････ 27,722千円
　導入後18年以上経過し、性能が低下した消防団車両を
計画的に更新し、地域の防災力を強化します。
震災復興・津波避難道路整備事業･････････ 657,926千円
　東日本大震災で津波被害を受けた地域の安全を確保する
ため、避難道路を整備します。

移動手段として便利なコミュニティバス

市民が利用しやすい新庁舎を目指して
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